
暮らしのマネープラン相談センター・所長
サーティファイドファイナンシャルプランナー 高橋 昌子
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■時間相談 
　教育資金・老後資金・相続・住宅ローン・保険の見直しや商品選択、確定拠出年金など何でも相談できます

■マイホーム相談………………………………… 33,000円
　無理のない予算額、頭金や購入時期、最適な住宅ローン・生命保険・火災保険など、マイホーム購入にまつわる
　マネープランについて何でも、マイホーム購入まで時間を気にせず相談できます

■退職マネープラン相談………………………… 33,000円
　退職後の手続き、年金や保険、退職資金計画など退職後の生活設計について何でも、
　時間を気にせず相談できます

要予約
●平日/10:00～19:00 ●土日/10:00～17:00

暮らしのマネープラン相談センター
㈱ＦＰサポート研究所 https://www.fpsl.co.jp/

……1時間まで5,500円　 2時間まで8,800円

保険金をしっかり受け取るために

思表示ができない場合などに、あらかじめ指定
された契約者代理人が住所変更、解約など所
定の手続きも行うことができることもあります。
　このような制度が利用できないときは、家庭
裁判所に「成年後見人」を申し立てて、成年後
見人が保険会社に請求することができます。た
だし、後見人の選定に数カ月を要することがあ
るほか、請求した保険金等は、成年後見人が必
要だと思う範囲でしか使うことができないよう
です。そこで、保険会社によっては、指定代理
請求人の指定がない場合や指定代理請求人も
意思疎通が困難な場合などで、一定の条件を
満たす親族からの請求が可能なこともあるよう
です。
　また、契約内容を家族が保険会社に確認で
きる制度として、「家族登録制度」もあります。
登録しておくと請求漏れ防止にもなります。
　保険契約の内容はもちろんですが、受取人
が誰か、指定代理請求人
が指定されているか、それ
らの人は適切かなどを確
認しておきましょう。ずい
ぶん前に加入している場
合、受取人などがすでに
亡くなっているケースもあ
るようです。

　自分や家族のために加入して
いる生命保険の保険金や給付金
が受け取れるはずなのに、例えば
認知症などが原因で、請求がで
きない状況になってしまったら、
どうなるのでしょうか。
　生命保険は、契約者（保険会
社と契約を結ぶ人）、被保険者（保険の対象と
なっている人）、受取人（保険金等を受け取る
人）で契約します。保険金は、被保険者が死亡
や高度障害などのとき、または満期まで生存し
ていた場合に、保険会社から受取人に支払わ
れるお金のことです。
　保険金や給付金の請求が困難になるという
ことは、起こりえることです。法律上の観点から
は、本人が意思表示をできないなら、給付金な
どを本人が受け取ることは難しいのです。その
ような場合のために、「指定代理請求制度」が
あります。この制度を利用すれば、本人に代
わってスムーズに給付金などを受け取ることが
できます。
　指定代理請求制度は、意思表示ができない
受取人に代わり保険金や給付金の請求ができ
る「指定代理請求人」を、指定しておく制度で
す。指定代理請求人になれる人は、保険会社に
よって異なるようですが、おおよそ①配偶者②
3親等内の親族―などです。指定代理請求人が
請求できるケースは、保険金等の受取人が①
傷病により保険金等の請求する意思表示が困
難なとき②治療上の都合で、傷病名または余命
の告知を受けていないとき―などです。請求す
ると指定代理請求人の口座に振り込まれるの
で、本人のために自由に使うことができます。ま
た保険会社によっては、「保険契約者代理特約
（制度）」で、契約者が契約に関する手続きの意

指定代理請求制度 意思表示ができない受取人に代わ
り、保険金や給付金の請求ができる
人を、事前に指定しておく制度

契約者が契約時や契約の途中で家
族の連絡先を生命保険会社に登録
しておく制度

家族登録制度


